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あらまし：本稿では，教育システム情報学会全国大会の講演論文原稿の書式について説明しています．特

に，講演原稿のページ数が 2 ページであること，原稿はフォント埋め込みの PDF 原稿に限っていること

にご注意ください．PDF 原稿が，そのままカメラレディ原稿となります．では，会場で皆様とお会いで

きることを楽しみにしております． 
キーワード：教育システム情報学会，全国大会，Microsoft Word，テンプレート 

 
 
1. はじめに 
教育システム情報学会全国大会の講演論文は，以

下の書式を標準として記述して下さい．また，本紙

はこの書式に沿って作成しておりますので，テンプ

レートとしてご利用いただくことができます． 
なお，講演論文の原稿は PDF 形式（フォント埋め

込み）で提出していただきます．Word ファイルでの

提出は受け付けませんのでご注意下さい． 
この Word ファイルにはそれぞれの書式をスタイ

ルとして設定しておりますので，そちらをご利用い

ただければ，より簡単に講演論文を作成することが

できます．これらのスタイル名については，本文中

で適宜「（*JSiSE スタイル名）」という形式で示しま

すので，参考にして下さい． 
 

2. 用紙サイズ・ページ数 
用紙サイズは A4 判，上下余白は各 25mm，左右余

白は各 20mm とします．また，ページ数は 2 ページ

とします．超過したページについては，論文集に掲

載されませんのでご注意下さい．これらは厳守して

ください． 
本文の文字サイズを 10 ポイント，書体を和文は明

朝体，英文は Times New Roman（または類似のセリ

フフォント；以下同じ）とします．また，本文は 2
段組とし，段落の最初は 1 字下げとします（*JSiSE
本文）．行数については，余白を変更せず，読みやす

さを著しく損なわない限りにおいては，自由に設定

して下さい． 
 

3. タイトルなど 
タイトル，著者・所属・メールアドレス，あらま

し・キーワードの各欄については 1 段組とします．

それぞれの欄について詳細を以下に示します． 

3.1 タイトル・英文タイトル 

タイトルは文字サイズを 14 ポイント，書体をゴシ

ック体とします（*JSiSE 和文タイトル）．英文タイ

トルは文字サイズを 14 ポイント，書体を Arial（ま

たは類似のサンセリフフォント；以下同じ）としま

す（*JSiSE 英文タイトル）．副題がある場合は文字

タイトルを 12 ポイントとします（*JSiSE 和文副タ

イトル）（*JSiSE 英文副タイトル）． 
これらの欄は中央寄せとします．また，和文タイ

トルと英文タイトルの間は 1 行空けてください． 

3.2 著者・所属・メールアドレス 

著者・所属・メールアドレス欄は文字サイズを 10
ポイント，書体を和文はゴシック体，英文は Arial
とします（*JSiSE 著者・所属）． 
記載する順番は，和文著者名，英文著者名，和文

所属，英文所属，メールアドレスの順とします． 
これらの欄は中央寄せとします．また，英文タイ

トルと著者欄の間は 1 行空けてください． 

3.3 あらまし・キーワード 

あらまし・キーワードは文字サイズを 9 ポイント，

書体を和文は明朝体，英文は Times New Roman とし

ます．ただし，それぞれ最初にゴシック体で「あら

まし：」，「キーワード：」と記載し，その後スペー

スなしであらまし，キーワードを記載します（*JSiSE
あらまし・キーワード）． 
あらまし・キーワードについては，英文あらまし，

英文キーワードを記載する必要はありません． 
キーワードは発表申込時に選択したキーワードを

参考にして，5 つ程度まで，発表内容に関連するも

のを記載してください． 
これらの欄は左右の余白から幅を 3 文字分狭める

こととします．また，メールアドレス欄とあらまし



欄の間は 1 行
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